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経済とのかかわりから社会的な判断力を

育てる指導の工夫
身近な経済活動からお金の流れと自らの意思を表す

チャート図の作成を通して

特別研修員 竹内 昭典 （明和町立明和中学校）

《研究の概要》

本研究は、中学校社会科の公民的分野において、身近な経済事象を活用しながら、お金

の流れを媒介とした経済・金融社会を「構造チャート」として表すことで、実体験とかけ

離れがちな経済の概念理解を図る学習活動を行うとともに、経済的な価値を考えて判断す

る際に「意思決定チャート」を活用することで、経済・金融社会の主体者として将来を見

通し、より合理的に自己判断できる力を育てるための活動を行った。

群 G02 - 03
教
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○ はじめに

経済のグローバル化や構造の複雑化、ＩＴの目

覚ましい発達・普及といった社会の変化には、著

しいものがある。21世紀を生き抜く生徒に、急速

に変化している経済・金融社会において、主体的

に参画できる力を身に付けていくことが強く望ま

れていると言える。

急速に普及してきたＩＴは、本校の生徒にとっ

ても、インターネットを用いて物品を売買するこ

となどは、ごく身近な社会事象になりつつある。

しかし、ＩＴの利用一つとっても、その概念理解

が不十分なままに、一般化しつつあることも実状

である。生徒を取り巻く多種多様な情報を適切に

取捨選択し、活用していく能力とともに、新たな

経済・金融社会を適切に理解できる力が必要にな

ってきている。

確実に成長が期待できる右上がりの経済は、終

えんを迎えた。一生涯において子どもたちが生活

者として自己責任で判断し、意思決定をする必要

のある場面が増大している。多様な情報を把握・

分析し、将来に向け主体的に行動できる力の育成

が求められていると考える。

また、中学校の公民的分野の内容は、政治や法、

経済や福祉と多岐にわたり、実体験から理解しづ

らいことが、生徒の実態からもうかがえる。各々

の単元を経済・金融教育といった「括り」で、体

系的に概念を把握させる必要性が提唱されてい

る。

そこで、身近な経済的事象を教材とし、お金の

流れを図表化したチャートを作成・活用しながら

経済活動を一つの括りとして追究し、身近な経済

活動の中にある意思判断をさせていきたいと考え

た。このような学習活動を通じて、経済活動の概

念の理解を深めさせ、自らの周りの情報を整理し、

生活者として主体的に将来を見通し、より合理的

に自己判断できる力を育成することができると考

えた。

家計・企業・国といった経済の三主体は、金融

機関を仲立ちにお金を媒体として相互に結び付い

ている。生徒にとって最も身近な主体である家計

を出発点として全体を見通し、お金の流れを示す

チャート図（構造チャート）に表す活動を通して

各々の主体の概念を理解するとともに、チャート

の向きにある意思を考えるチャート図（意思決定

チャート）を作成し、相互に関連させることは、

主体的に将来を見通してより合理的に自己判断で

きる力を育てるために有効であると考え、本研究

を設定した。

Ⅰ 研究の概要

１ 基本的な考え方

(1) 経済とのかかわりとは

生徒は将来、家計の主体者として多様な決定を

行う場面に直面することになる。また、消費者と

しても生産者としても、場合によっては投資家と

しても意思決定する場面をもつことになる。ここ

でいうかかわりとは、こういった様々な立場にお

かれた際に、生活者として主体的に社会に参画し
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ていくことである。そこで、まずは家計の主体者

として、さらに賢明な消費者として限られたお金

を有効に生かしていくことを学習過程において、

考えさせる必要があると考える。次に、学習した

成果をふまえ、限られた「財」を有効に活用でき

る経済の主体者として、また勤労の意義について

も理解できる国民として、さらには社会的な責任

を伴う企業人として、主体的に社会に参画してい

こうとする姿勢を身に付けさせていきたい。

(2) 社会的な判断力とは

中学校社会科、特に公民的分野における社会的

な思考・判断とは、現代の社会的事象から課題を

見いだし、社会的事象の意義や役割、相互の関連

などを多面的・多角的に考察し、様々な考え方を

ふまえて公正に判断できる力を指している。つま

り、現在の経済・金融社会では、貯蓄したり、投

資したり、消費したり等の経済的な決断をしなく

てはならない場面において、経済概念と経済的価

値を勘案して、より合理的に自己判断して意思決

定できる力であると言える。

そこで、生徒の社会的な判断力を育てるために、

解決するべき課題の解決には複数の選択肢があ

り、各々にはメリットとディメリット（リスクと

リターン）があることと、その理由を理解させ、

自らの合理的な判断に基づく意思決定をする力を

身に付けていくことが重要であると考えた。

そのために、授業実践を通じて、制度的・事実

的な知識から経済概念などの応用的・概念的知識

を理解できる力と、身近な経済事象の中から情報

を取捨選択し、経済的な決断をする際に、得られ

た情報を活用できる力を育成していく必要があ

る。身近な経済事象に即応し、この二つの力を身

に付けさせる活動を通じて、社会的な判断力の基

礎が培われると考えた。こういった活動をふまえ

て、自ら判断し、合理的な意思決定ができる力を

育てていきたい。

２ 研究の内容及び方法

(1) 研究の内容

①研究の手だて

ア 経済の単元をお金の流れという視点から

構成して、お金の流れをチャート化する活

動を行い、相互関連をもつ経済・金融社会

の概念理解を深めるようにする。

イ 生徒に身近な経済事象を具体的に学習に

取り入れて、自らの意思を決定していくた

めの材料として活用し、経済主体の構成者

として、自己判断のための情報を活用でき

る力を身に付けるようにする。

ウ お金の流れ（チャートの方向）にある意

思を考えさせる活動の中で、意思を決定す

る過程を明確にし、主体的に将来を見通し

てより合理的に自己判断できる力を身に付

けるようにする。

② お金の流れや自らの意思をチャート化する活

動について

経済とは、端的に言えば人々がお金を稼いだり

使ったりする活動のことである。そして経済活動

とは、商品を買ったり、貯蓄をしたり、投資をし

たり、生産を行ったりなど様々な活動のことを示

す。こういった活動にはそれぞれ主体があり、そ

の主体間でも同様のことが行われているなど経済

構造が複雑なために、生徒にとっての概念理解を

より困難にしていると考える。

そこで、複雑な経済

の概念を理解するため

には、学習活動の中で

得られた成果を端的に

まとめて、各々の相互

関連性を視覚からとら

えさせることが有効で

あり、さらに

お金の流れや

意 思 を 矢 印

（チャート）

で 表 す こ と

で、矢印の向

きに主体者の

意思を表現す

ることができ

ると考える。

まず、家計

を学習の出発

点に経済の三

つの主体と、

お金の「潤滑

機関」として

の金融の存在を基点にし、お金の流れを矢印（チ

ャート）として図式化する。つまり、お金を媒体

にそれぞれの経済主体の活動内容をチャート

図１ チャート図１

図２ チャート図２
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化した図１（構造チャート）と、矢印が向かう方

向にある考えをそれぞれのリスクとリターンを明

確にした上で表す図２（意思決定チャート）を用

いて、一単位時間ごとの学習の結果として整理し、

それぞれを関連させていくことで、経済概念が深

められ、社会的な判断力の育成に結びつくと考え

る。

③ 研究の基本構造図

経済主体の概念理解 身近で具体的な情報の活用

経済・金融社会の概念理解を深めることができる。 自己判断の際に多様な情報を選択し活用する

ことできる。

手だ て ア 手だ て ウ 手だて イ

構造チャートの活用 意思決定チャートの活用 身近な経済事象とのかかわり

合 理 的 な 判 断 力

学習成果を図式化していく活動の中で、お金の流れ（チャートの方向）にある意思を考えさせる

ことで、主体的に将来を見通してより合理的に自己判断し自らの意思を決定することができる。

(2) 研究の方法

① 実践の計画

対 象 明和町立明和中学校３年Ｃ組（38名） 単元名 わたしたちの暮らしと経済

実施期間 平成18年９月下旬～11月上旬

② 抽出生徒

Ａ 地道に学習に取り組むことができるが、積極的に意見を表明することは少ない。本単元にか
かわる事象に関しても関心が薄く、積極的に自己判断をしようとはしていない様子がある。明

男 確で合理的な意思表示を積極的にさせていきたい。

Ｂ 素直な感性をもち、本単元（経済・消費）にかかわる知識もある程度身に付いているが、日
常の消費活動などでは、独自の価値観で行動している。自己表現をすることを苦にはしていな

女 い。経済的な価値を勘案した合理的な判断力を身に付けさせていきたい。

(3) 研究の展開

① 単元の考察と目標、評価規準

目
身近な消費生活を中心に経済活動の意義を理解するとともに、価格の動きに着目して市場経済

の基本的な考え方について知る。また、現代の生産の仕組みのあらましや金融の働きについて理

標
解して、社会における企業の役割と社会的責任について考え、経済活動の主体者としての自らの
意思を表現する。

社会的事象への関心・ 社会的思考・判断 資料活用の技能・表現 社会的事象についての
意欲・態度 知識・理解

評 ○価格や金融に関する ○市場経済における価 ○市場経済のしくみ、 ○身近な事例を通して市
作業や、職業と仕事 格の決まり方と役割、 金融の働き、職業の 場経済の基本的な考え

価 についての話合いと 価格の働きや市場の 意義と雇用問題など 方や価格の決まり方・
いった課題学習に関 働きに委ねられない に関する資料を収集 役割、金融の働き、職

規 心をもち、金融の働 問題などについて、 し、適切に選択・活 業の意義と雇用問題の
きや職業の意義、雇 多面的に考察し、リ 用している。さらに、 あらましを理解し、そ

準 用問題などを自らの スクやリターンなど 考察した結果をまと の概念的な知識を身に
問題としてとらえて の経済的な価値が勘 めて、提言すること 付けている。
意欲的に学習してい 案された自らの考え ができる。
る。 を述べることができ

る。
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② 指導計画（全１２時間） ○：手だてア ●：手だてイ ◎：手だてウ

時 過程 主な学習内容（学習活動） 留意点（支援や資料活用等） 形態 評価項目

つ 経済って何だろう ・お金の役割につい
か て理解できる。
む ・お金の役割について理解 ○貨幣の意義について発表させ、価値の交 （知）【ノート】

する。 換、保存、尺度の概念を理解させる。

１ ○モデル家計簿からお金の流れについて理 ・経済の主体につい

○家計を通して経済の三つ 解させ、単元の構成図（構造チャートⅠ） 一斉 て理解できる。

の主体について知る。 を示して学習の方向性をつかませる。 （知）

◎所得と消費の関係を家計 ・収入と支出や貯蓄の関係と配分が重要で 【構造チャート】

を通して考える。 あることを押さえる。

賢い消費者とは・・・

追 ●商品購入の様々な方法に ●家計からの消費、特に商品の購入をネッ ・多様な販売形態や

２ 究 ついて理解し、消費者が トショッピングのＨＰと店頭販売のチラ 支払い方法につい

す 商品やサービスを購入す シを例に様々な形態とその消費者トラブ て特性を調べるこ

る る際、自ずと選択の原理 ルについて、調べさせるようにする。 とができる。（技）

① が働いていることに気付 ・広告を見る視点から消費者主権について 小 【ノート】

く。 考えさせるようにする。 集団 ・多様な消費の特性

３ ●支払い方法の種類と特性 ◎ニーズとウォンツの違いをつかませた後、 をふまえて、主体

について調べる。 家計（小遣い）の黒字分をどうするか、 個別 的な考えを述べて

◎多様な支払い方法につい リスクやリターンを話し合わせて、意思 いる。（判）

て考え、消費者主権に気 決定チャートを作成させる。 【意思決定チャート】
付く。

お買い得な商品とは・・・

○市場経済と価格の仕組み ○家電小売店と量販店、オンラインショッ ・多様な流通形態の

追 について理解する。 ピングでの買い物をシミュレーションさ 一斉 特性を、調べるこ
究 ・流通に携わる業者の役割 せることで、流通について調べさせる。 とができる。
す や、流通の合理化につい （技）【ノート】

４ る て理解する。 ・価格について理解
② ●商品の価格の決まり方に ●地元のキュウリの出荷量と出荷価格の関 している。（知）

ついて考え、事例を通し 係から需要と供給、市場経済全体につい 【ノート】
て理解する。 て理解させる。 ・商品の流通経路の

○消費者と企業の間に商業 ・公共料金についても触れる。 小 違いによる購入方
５ があることを構造チャー ○流通経路を経て、企業にたどり着いた資 集団 法の長所と短所に

トを通じて理解する。 金は、資本となって商品を生産するとい ついて考え、自分
う資本主義経済のしくみを構造チャート の考えに合った購
を用いて理解させる。 個別 入方法を主体的に

◎食料品、家電、嗜好品の ◎同じ品物をどこで入手するのかを話し合 判 断 し て い る。
買い方について考える。 わせて、意思決定チャートに記入させる。 （判）

【意思決定チャート】
消費と貯蓄どちらが賢明？

６ 追 ●貯蓄されたお金の行方を ●企業の資金調達の資料などから、住宅ロ ・銀行の役割につい

究 追究し、金融の果たす役 ーンを手がかりにして、収入以上の買い て理解することが

す 割について理解する。 物をするために、貸し手や借り手が存在 できる。（知）

る すること、構造チャートから貯蓄に回っ 小 【構造チャート】

③ た資金が、企業の活動資金や生活の資金 集団 ・貯蓄と消費の意義

◎消費と貯蓄について考え として円滑に循環していくために金融機 を考えている。

る。 関があることを調べさせる。 （思）

○家計・金融機関から出た ・中央銀行としての日本銀行の役割につい 【意思決定チャート】

お金がどのように社会を ても銀行の資金調達という観点から理解

回るのかを、構造チャー させる。 個別

トにしてまとめていくこ ◎消費と貯蓄のどちらが「賢明」なのかを

とで次の学習の見通しを 経済社会全体を見通して話し合わせて意

立てる。 思決定チャートを作成させる。
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賢い投資家とは・・・
追

７ 究 ●企業の役割、株式の仕組 ●企業のはたらきについて調べさせ、投資 ・企業の役割や株式
す みについて調べる。 する価値のある企業のあり方について、 一斉 について理解して
る ○企業の果たす役割を理解 ＨＰなどから調べ、考えさせる。 いる。（知）【構造

８ ④ し、構造チャートに学習 ○家計の維持という観点から勤労について チャート】
成果を重ね合わせる。 考えさせ、職業の意義や勤労者の権利に ・投資する価値につ

○職業の意義や勤労者の権 ついて、調べさせる。 いて考えている。
利について知る。 ◎投資をする価値のある企業について、話 （判）【意思決定

◎投資をする価値のある企 し合わせ、意思決定チャートに記入させ 小 チャート】

９ 業について考える。 る。 集団

２１世紀の責任者として・・・

10 深 ◎ポスターセッションを行 ●家計からた資金が企業や金融機関などを ・学習をまとめて発
め い、経済の循環について 経由し、家計に戻り循環していくことを 小 表している。(表）

11 る まとめ、消費者として、 学習グループを一つの経済主体としたポ 集団 【ポスターセッション】
生産者として、企業家と スターセッションを通じて理解させる。 ・経済主体者として

12 して、国民としての提言 ◎それぞれの主体が社会全体について果た 学習成果をまとめ
をまとめて、発表する。 す社会的な責任について「まとめシート」 て、自らの意思を

に記入させ、学習のまとめを図る。 表明できる。（思）
・消費者の権利、勤労の意義や労働者の権 【意思決定チャート】

利、公害の防止と環境保全等の企業の社
会的な責任についてもふまえた内容にな
るようにする。

Ⅱ 実践の概要

１ 経済・金融社会の概念理解を深めるためにチャ

ート化する活動

本単元の学習前の時点では、生徒の「経済」と

いう概念理解について、ほとんどの生徒が漠然と

したものであった。

そこで、導入に当たって家計簿を基に【銀行（金

融機関）】を 仲立ちとした 【家計】、【企業】、【国

・地方公共団体】の三主体にお金が流れていくこ

とを、資料１－１のようなチャート図にまとめて、

学習成果をまとめ上げるワークシートとして生徒

に配布した。また、プレゼンテーションソフトを

活用して学習の経過や成果をチャート図として全

体に提示で

きるように

した。

つかむ段

階で、経済

とはお金の

やりとりで

あることを

確認させた

後、構造チ

ャートを活用して学習を進めたが、その過程にお

いて、Ａ男も含めた26名の生徒が、「経済が（少

資料１－１ 構造チャート

し)分かった」と感想を述べた。しかしＢ女は「改

めて難しさが分かった」と述べている。これは、

「欲しいままに買い物をしていた」Ｂ女にとって、

学習をしたことにより、従来の価値観から、新た

な経済的な価値観に気付いたものと考えられる。

以降、本単元後の学習になる税金の納入も含め、

家計と金融のかかわりから「預金」及び「貸し付

け」と「利子」、消費活動を通した商業の役割な

どをチャート図に加えていった（資料１－２）。

「商品」や「労働」など代価となる事象を加筆す

る際は、チャートの色や形を変えることで、図が

煩雑にならないように配慮した。

特に、「消費と貯蓄はどちらが賢明」の学習活

動は、構造チャート内で、お金が流れていること

を理解 した

上での 学習

が有効 であ

ると考えた。

Ａ男は、「も

のを買 うこ

とでお 金が

たくさ ん回

り、企 業な

ども得をし、

いろい ろな

人も給料などが増えるから、世の中的には『消費』

の方がいいんじゃないか」、Ｂ女も「お金を使え

資料１－２
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ば、経済が活発になる」と自分の考えを基に判断

することができた。その他にも、「世の中のお金

の出回りがよくない（から消費がよい）」「社会

にお金が出回ることで企業の調子がよくなりそう

だ」「お金がない人にお金を貸すことができれば、

その人が経済活動を活発にするので、貯蓄のほう

がよい」等の考えが出された。

手元を離れたお金が、直接目にすることができ

る小売店舗から離れて流通していること、商業が

消費に介在していることや、金融のはたらきをふ

まえた、チャート上のお金の動き、すなわち経済

全体を見渡した上での理解が図られた様子が分か

る。全体としても85％の生徒から、経済を理解す

る上で分かりやすい、という感想を得ることがで

きた。

２ 身近な経済事象を用いて、情報を活用できる力

を高める活動

資料２－１は

「追究する②」

の流通を学習す

る際に用いた、

プレゼンテーシ

ョンソフトを用

いての提示資料

である。同じテ

レビの家電小売

店・量販店やネットショップで価格の違いに着目

させて、流通業の存在を調べさせる動機付けの資

料として作成した。

昨今の家庭用電気製品は、流通形態によって価

格差が生じやすい傾向にある。またテレビは、野

球やサッカーなどの世界的な大会が催された今年

度、生徒にとって身近な事象になっていると考え

た。

流通の学習では、テレビの価格の違いを理解さ

せるための導入として、卸売業を始めとする商業

の役割について一斉に学習した後に、流通形態が、

価格にどのように影響を及ぼしているかを調べさ

せた。教科書や資料集とともに、補足資料として

利用者の意見などを配付した。

生徒の回答としては、「生産者から直接仕入れ

ることが可能なので流通費用を節約することがで

きるので量販店は安くすむ」「在庫費用の節約が

できるのでネットショップは安い」等の回答があ

った。事前の調査では「量販店で家電が安く売れ

る理由」をある程度知っていたのは３割程度であ

資料２－１ 流通指導資料１

ったが、この資料の活用により、流通の意義につ

いて理解できた生徒を９割にまで高めることがで

きた。

資料２－２は、需要と供給の関係を見いだすた

めに、キュウリの月別の出荷量と出荷価格をグラ

フ化したものである。東毛地区は、全国規模のキ

ュウリの生産地であり、本校の生徒にとって、ナ

シとともに地元の特産品といえる農作物である。

需要と供給の学習において、生徒は、地理の学習

での既習事項として、農家が産地間競争で利益を

上げるための

工夫を理解し

ている。その

こともあり、

スムースに出

荷量と出荷価

格の関係を見

いだすことが

できた。Ａ男、

Ｂ女ともに「出

荷量の多い時期には価格は安い、逆に出荷量の少

ない時期には価格は高い。」との結論を導き出す

ことができた。

資料２－３は、深める過程においてＡ男が『主

体者として』のテーマで作成した、ポスターセッ

ション用の資料である。まとめとしての資料は、

作業効率を考慮して校内LANを活用したコンピュ

ータでの作成とした。Ａ男は、企業の製造物責任

を調べるためにWebページなども活用し、社会貢

献などもふまえた社会的な責任についても追究し

自らの意志を表明することができた。Ｂ女は当初、

何をまとめればよいのか戸惑っていた様子も見ら

れたが、自分のノート（既習事項）を適切に活用

資料２－２ 流通指導資料２

資料２－３ Ａ男のまとめシート
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するよう助言したところ、資料２－４のようにＢ

女の素直な感性を生かして自作資料を作成するこ

とができた。

３ 学習成果を図式化していく活動の中で、お金の

流れ（チャートの方向）にある意思を判断させる活

動

追究する過程では、一単位時間毎に学習課題を

設定して、学習活動に臨むようにした。活動での

配慮事項として、まず学習課題については、前述

の「自分にあったテレビの購入法」のように正解

が一つに限定されないものになるようにした。生

徒の今後の経済的な選択肢には複数のものがある

と考えたからである。次に、それぞれの回答（判

断）に関しては、その判断規準を明確にするため

に長所と短所を記入させるようにチャート図を作

成した。学習活動は、６人程度の少人数でのグル

ープ活動を基本とした。

個人の判断とその根拠については資料３－１の

ように学習課題ごとに考えを付せん紙に記入し、

添付させるようにした。グループとしての意思判

断を明らかにさせ、学級全体の場でそれぞれのグ

ループが発表させた。その後に、個々の判断を再

度意思決定チャートに記入させるようにした。こ

れは、他者の考えに触れさせることで、多様な経

済的な価値に気付き、個々の自己判断を深め、よ

り合理的な意思決定をさせたいと考えたためであ

る。

意思決定チャートについては75％の生徒が、「効

資料２－４ Ｂ女のまとめシート（資料は抜粋）

果的」であったと感想を述べている。理由として、

○ 考えられたことをまとめられる。

○ 自分の考えを各々の立場で書くことができ

る。

○ 長所、短所を考えた上で自分の意思を決定

できる。

○ 頭の中で選択できるとき、この図が浮かん

できたら便利だと思った、ものを多方面から

見ることができた。

などがあげられた。

Ａ男は、「どのようなことが長所なのか、短所

なのかがよく分かった」と感想を述べていた。Ｂ

女は、「自分で考えてやったので、しくみがよく

分かった」と述べていた。

資料３－２は、Ａ男が作成した意思決定チャー

トであり、資料３－３は、Ｂ女が深める段階で作

成した資料である。Ａ男は、消費することと貯蓄

することの経済的な意義をふまえ、企業利益が労

働者の利益になることまで考察し、自分の言葉で

記入することができた。Ｂ女は修学旅行等で明確

な目的をもたずに商品を購入していた生徒であっ

たが、授業終了後の今後の消費活動についての調

査では、「自分の手持ちをふまえて、本当に必要

であるかどうかを考えて消費を行いたい。」と述

べることができるなど、個人的な変容を見ること
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ができた。学級全体の変容としては、「消費する

際の留意点」として事前には40％の生徒が【価格】

を挙げたが、事後においては70％が【必要性】を

あげ、以下【安全性】【深慮】を挙げ、単に【価

格】のみを挙げた生徒は10％程度であった。その

中でも「なぜ安いのかを判断する」と、深まりが

見られたものもあった。

個々の生徒は深める段階で、資料３－４のよう

に「主体者としての」意見文を作成することがで

きた。消費という一番身近な経済活動において、

価格以外にも判断する材料があり、各々の長所と

短所があることが、生徒に理解されたことが分か

る。

Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

○ 複雑な経済構造と各々の経済主体の存在や活

資料３－４ 生徒のまとめシート例

動内容を、視覚的に矢印（チャート）を用いた

ことで、経済構造を整理することができ、概念

理解を容易にすることができた。

○ 合理的に自己判断して意思決定できる力を育

成するために意思決定チャートを活用すること

は、生徒の理解や意思判断を整理する上で、効

果的であったと考える。特に、課題に対し多様

な解決方法があると同時に、それぞれに長所と

短所（将来的にはリスクとリターン）があり、

それらが意思決定の判断材料になることを生徒

に理解させる手だてとして、有効であったと考

える。

また、判断規準をもって意思決定していく活

動を積み重ねることが、21世紀を主体的に生き

る生徒の育成につながると考える。

２ 課題

○ 経済社会の変化はさらに著しく、また複雑化

の様相を呈している。今日的な課題としても、

特に企業と投資家の間では金銭に関するモラル

が問われている。早期の経済・金融教育の必要

性が問われている状況ではあるが、義務教育の

段階では、培いたい力を明確にして、内容の深

入りに十分に留意し、今後も学習内容を精査し

ていきたいと考える。

○ 本研究では手だて３の「意思決定チャート」

の活用に重点をおいて、単元全体や一単位時間

の授業を構想した。そのため、経済事象の意味

を調べる活動に十分な時間が確保できない場面

もあった。生徒が、能率良く効果的に調査活動

を行うための資料や教材の開発を、今後とも進

める必要がある。

（担当指導主事 峯岸 哲夫）
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